
講演内容
　このたびは奨励賞をいただき、誠に光栄に存じます。丁寧にご指導いただきました先
生方、研究や臨床実践にご協力いただいた皆様に、この場をお借りして御礼申し上げ
ます。
　私はこれまで、子どもの学校適応に関心を持ち、主に攻撃性の観点から検討を進め
てまいりました。それと並行して、心理職として発達支援や子育て支援に従事し、特に
広く発達の障害を抱えるお子さんとそのご家族、彼らを支える保育者や教師、支援者
が持つさまざまな困難さに触れる場面がありました。現在、我が国では、発達障害者
支援法において家族支援の重要性が謳われ、発達障害者支援施策として「ペアレン
ト・トレーニング（parent training；PT）」の普及が推進されています。PT は、親が

子どもに対する適切な支援方法を身につけることで、子どもの行動の改善や発達の促進を目指す介入アプローチ
であり、多くの医療機関や相談機関で積極的に行われています。近年では、その対象が青年期にまで拡大され、
PT の枠組みを援用した「ティーチャーズ・トレーニング」が実践されるようになるなど、多様なプログラムが開発・
実践されるようになってきています。子どもたちの健やかな育ちを保障するために、周囲の大人が工夫できることと
は何か、親支援という文脈での効果的な専門家同士の協働とはどのようなものか、そのようなことを考えながら日々
の研究・臨床実践に向き合っております。
　今回の講演では、特に発達上の困難さを抱えるお子さんやその周囲にいる大人への支援に焦点を当て、PTを
中心とした親支援における工夫や配慮等について、これまでの臨床実践を基に皆様と共有できれば幸いです。
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